H22年度若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）
「校風をつなぐ女性科学者の育成」-第二のマリー・キュリーをめざせ‐派遣学生募集要項
お茶の水女子大学は、国際的な女性科学者の育成を目標に、平成20年度より日本学術振興会(JSPS)の助成を受け「若手インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）校風をつなぐ女性科学者の育成－第二のマリー・キュリーをめざせ‐」と題する海外留学支援事業を実施しています。このたび本事業による平成22年度の派遣学生を以下の要領で募集します。 
1． 海外パートナー機関及び募集内容
1） 短期研修留学（１セメスターコース）　（主として、博士前期課程学生）
◆研修先：バーギシェ・ブッパタール大学（ドイツ）
採用予定人数：12名程度
研修期間：平成22年10月上旬～23年2月上旬

研修内容：専門科目の講義、実習、英語プレゼンテーション。教授言語は英語です。

研修科目：物理、化学、科学におけるコンピューターシミュレーション、数理科学の分野から選択します。
◆研修先：ブレーメン応用科学大学（ドイツ） (JSPSへ追加申請中)
採用予定人数：2名程度

研修期間：平成22年10月上旬～23年2月中旬
研修内容：専門科目の講義、実習、英語プレゼンテーション。教授言語は英語です。

研修科目：情報科学分野
2） 研究留学　（主として、博士後期課程学生）
留学先：下表のパートナー機関。ただし、応募前に、指導教員を通じて、受け入れ研究者の了承を得ること。
留学期間：６０日以上１年以内（平成２２年度に留学を開始すること）
留学目的：実験、研究活動、論文作成など

	海外パートナー機関
	国　　名
	派遣人員

	(1)ストラスブール大学（旧称：ルイ・パスツール大学）
	フランス
	若干名

	(2)ウィーン工科大学　
	オーストリア
	

	(3)バーギシェ・ブッパタール大学　　　　
	ドイツ
	

	(4)パリ市立工業物理化学高等専門大学（ESPCI）
	フランス
	

	(5)モンペリエ第２大学
	フランス
	

	(6)ストラスクライド大学
	イギリス
	

	(7)フランス国立海洋開発研究所　（IFREMER）
	フランス
	

	(8)キュリー研究所
	フランス
	

	(9)ジョセフ・ステファン研究所
	スロベニア
	

	(10)ブレーメン応用科学大学（JSPSへ追加申請中）
	ドイツ
	

	(11)パリ第六大学（JSPSへ追加申請中）
	フランス
	

	(12)ボルドー大学（JSPSへ追加申請中）
	フランス
	

	(13)マックスブランク研究所（JSPSへ追加申請中）
	フランス
	


　　
２．申請資格
　（１）　・留学期間中に、人間文化創成科学研究科理学専攻に在学する者。
・平成２２年度に、人間文化創成科学研究科理学専攻に入学見込みの者。

・留学期間終了後に本学に戻り学業を継続または学位を取得する者。
・留学期間中に休学することは認められない。
　（２）　留学先の大学において、その専門とする学問分野について研究を行うに十分な当該国等の言語の能力を有すること。

　（３）　申請に際しては、指導教員と相談すること。

３．留学の特典
　（１）　お茶の水女子大学に授業料を納入すれば、留学先の検定料、入学料及び授業料が免除されます。

（２）　渡航費用、滞在費、保険加入料などに関し、大学からの支援が受けられます。（詳細は「７　支援内容」を参照。）
（３）　研修留学においては、単位認定の申請をすることができます（ブレーメン応用科学大学とは相談中）。

４．申請書類
　（１）　申請書（別紙様式）

　（２）　留学計画書（様式自由）

　　　　 留学の目的、志望理由、留学中に達成したい目標及び留学後の見通し（修了後の進路を含む。）、研究留学では、受け入れ先との連絡状況と研究計画等を含め、1,000-2,000字程度の計画書を作成し添付すること。
　（３）　大学入学後の全課程にかかる成績証明書。編入学生は、前所属機関（高専、大学等）の成績証明書を含む。
　（４）　指導教員の推薦書（別紙様式）

　（５）　語学能力調書（別紙様式）
　　　　原則として、TOEIC、TOEFLなどの点数を証明する書類（本人への得点通知書のコピー）を添付する事。

　（６）　保証人承諾書（別紙様式）

　（７）　受け入れ先の内諾書（E-MAIL可）

（８）　その他（別途に大学が要求する場合）

５．申請手続
　（１）　申請書は、前項4．に挙げた申請書類を、下記期限までに国際交流チーム国際交流係（学生センター棟２階）
に提出して下さい。募集要項及び申請書等は、国際交流チームで配付します。
　（２）　申請書類提出期限は平成２２年４月２２日（木）正午までとします。
６．選考　及び　研　修
　（１）　選考は指導教員の推薦を経た上で、若手研究者ITP派遣委員会において行い、学長が決定します。
　（２）　4月27日（火）までに、書類選考の結果をメールにて通知します。
4月28日（水）13：00～面接（第2次審査）、プレゼンテーションを含む。
· 研修留学応募者：日本語によるプレゼンテーション（5分）
· 研究留学応募者：英語によるプレゼンテーション（7分）

　（３）　5月上旬　審査結果発表（メールにて通知）
　（４）　5月15日（土）より毎週土曜日9時から12時、事前研修（語学、安全管理）（派遣生の参加必須）

７．支　援　内　容
　（１）　派遣先大学までの往復航空券、ビザ取得に係る経費、旅行保険加入料（日本国内で加入する保険のみ）、
滞在費を大学が支援します。

※滞在費の支援は原則月10万円とするが、現地の住居費や物価、留学時の為替レート等を勘案し、
前述の額に上乗せする場合がある。但し、上限を15万円とします。　　　　
※航空運賃・滞在費等は旅費申請手続き完了後に、本人指定の銀行口座に振り込まれます。
年度をまたぐ留学の滞在費の支払いについては、年度事の分割支給となります。
　　　　　
　（２）　その他
　　　　・H22年度募集説明会及びH21年度派遣学生による帰国報告会

　　　　　　　　4月6日（火）１７：１５－１７：３５　（場所：理学部3号館701室）
　　　　・H21年度派遣学生による帰国報告会及びプログラム説明会
　　　　　　　　4月24日（土）　16：00－16：30 （17時まで質問受付）（場所：理学部3号館2階ラウンジ）

　　　　・研究留学に係るビザ申請は研究留学生本人が行います。

　　　　・航空券の手配は、大学が行います。但し、航空運賃の支払いは派遣学生本人が行い、後日大学が学生の指定口座に支払った航空運賃を払い戻します。
　　　　・海外旅行保険加入手続きは、大学が一括して行います。

　　　　・問い合わせ先：国際交流チーム国際交流係（担当：具島、菊池）
TEL:03-5978-5538、Emailアドレス: ryu@cc.ocha.ac.jp

　　　　　本事業URL：http://www.dc.ocha.ac.jp/itp/index.html
　　　　
H22年度若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）派遣学生申請書

　　
	
	 フリガナ
 氏　名

ローマ字
	(学籍番号：               )

gak学籍番号：
	生年月日
	１９　　年　　月　　日
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	所　属
	 　　　　
人間文化創成科学研究科　理学専攻　博士　前期　　課程　　　　　コース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期　　　　　　　　　　領　域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	学年
	
	

	
	フリガナ

 現住所
	 〒

 e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：　　　　　( 　　　　)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話：
	

	
	フリガナ
現住所以外の連絡先
	 〒

 e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：　　　　　( 　　　　)
	


	
	　
留学希望大学名
　
※研修留学希望者で
第二希望がある場合に記入
	第二希望：
	 派遣

 希望

 期間
	研究留学のみ記載 

 平成　年　月～平成　年　月

 
	

	
	留学先における研究テーマ
	□研究留学：研究テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	
	留学経験の有無
	□　無　　　　（※有の場合は留学先国名，期間を記入）
	

	
	
	※□　有
	
	

	
	
	
	

	
	自己の長所
	自己の短所
	課外活動・表彰等
	

	
	
	
	
	

	
	趣味・特技
	既往症等
	

	
	
	□　無　　　　　※有の場合には、病名、時期、

　　　　　　 療養期間等を記入


　□　有※


	

	
	
	


	資格（語学に関する資格は必ず記入すること。）

	 取得年月日
	 　　　　　　　　　 eq \o\ad(名称・種別（スコア）等,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	 　　.  .
	

	 　　.  .
	

	 　　.  .
	

	 　　.  .
	

	 　　.  .
	

	
	 学歴・職歴等（平成22年10月現在の身分・学年等も必ず記入すること。）
	

	
	 　年月日
	
	

	
	 　　.  .
	 　　　　　　　　大学　入学
	

	
	 　　.  .
	
	

	
	 　　.  .
	
	

	
	 　　.  .
	
	

	
	 　　.  .
	
	

	
	 　　.  .
	
	

	
	 自己アピール（記入の有無，内容については自由）
	

	
	
	


推薦書
若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）に基づく派遣学生志願者を下記のとおり推薦します。

　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　推薦者（所属・職名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　　　名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

	
	 所　属
	人間文化創成科学研究科　理学　専攻　博士　前期・後期　課程　　　　　　　年

	

	
	 氏　名
	 
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　※　記入者は、指導教員またはそれに準ずる者とする。

語　学　能　力　調　書
	　

　

　

　

　
	 区　　　分
	 読む能力
	 書く能力
	 聴く能力
	 話す能力
	  eq \o\ad(学習期間（年）・機関名,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	 英　　　語
	
	
	
	
	
	

	
	 　　　　語
	
	
	
	
	
	

	
	 　　　　語
	
	
	
	
	
	

	
	 　　　　語
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印
外国語の能力について、留学先国で必要な言語及び習得した言語を上記により自己評価のうえ「優」・「良」・「可」・「不可」をもって記入し、指導教員の確認を受けること。
TOEFL、TOEIC等の点数を証明する書類（本人への得点通知書のコピー）も添付する事。
	指導教員
	印


保証人承諾書
お茶の水女子大学長　　　　殿

　　　　　　　私は，

学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学生氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）に基づき留学することについて、承諾致します。

平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	保証人住所
	〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel（　　　　　）　　　　　－

	（注１）

保証人氏名　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	学生との関係
	


（注１）必ず保証人の直筆によること。
　 

